
は
、
東
京
都
全
域
を
対
象
と
し
た
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
の
配
布

７
月
26

日
b
か
ら
下
水
道
課
（
市
役
所
５
階
）

で
。

▽
９
月
26
日
a
午
前
10
時
〜
正
午
、

青
山
学
院
大
学
・
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
渋
谷
区
）
で
。
受
験
手
数
料
６
千

円
。

▼
８
月
２
日
b
〜
31
日
c
に
「
〒

100
―
８
６
９
９
日
本
ビ
ル
内
郵
便
局

私
書
箱
第
164
号
東
京
都
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
1
」
へ
郵
送
で
申
し
込
む
。
く

わ
し
く
は
申
込
書
で
。

e

下
水
道
課
業
務
係
1
内
線
２

８
７
３屋

外
広
告
物
講
習
会

対
象
は
都
内
で
屋
外
広
告
業
を
営

ん
で
い
る
、
ま
た
は
営
も
う
と
し
て

い
る
方
。

▽
10
月
20
日
d
・
21
日
e
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分
、
都
民
ホ

ー
ル
で
。
受
講
手
数
料
４
千
900
円

（
要
別
途
指
定
の
テ
キ
ス
ト
）。

▼
８
月
30
日
b
〜
９
月
３
日
f
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
に
申
込

書
に
受
講
手
数
料
を
添
え
て
、
東
京

都
市
街
地
企
画
課
（
都
庁
第
二
本
庁

舎
３
階
南
）
へ
直
接
申
し
込
む
。
先

着
250
人
。

※
申
込
書
は
７
月
30
日
f
か
ら
申

込
受
付
場
所
、
市
・
区
役
所
の
屋
外

広
告
物
担
当
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

e

同
課
1
03
―
５
３
８
８
―
３

３
３
５

全
国
消
費
実
態
調
査

今
年
９
〜
11
月
に
、
平
成
16
年
全

国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民
生
活
の
実

態
を
家
計
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。
７
〜
８
月
に
、

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
で
知
り
得
た
事
柄
を

統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
っ
た

り
、
ほ
か
に
も
ら
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
統
計
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

e

企
画
経
営
室
統
計
係
1
内
線

２
１
１
８

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

都
で
は
、
労
働
行
政
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
市
内
牟
礼
７
丁
目
、

下
連
雀
３
、
４
丁
目
の
常
用
労
働
者

が
１
〜
４
人
の
事
業
所
を
対
象
と
し

た
調
査
を
８
月
に
実
施
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

東
京
都
人
口
統
計
課
1
03
―

５
３
８
８
―
２
５
３
４

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
試
験
を
実
施

日
本
下
水
道
協
会
東
京
都
支
部
で

4
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三
鷹
市
は
こ
れ
ま
で
安
全
で
暮
ら

し
や
す
い
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
10
月
に
三

鷹
駅
前
で
発
生
し
た
強
盗
殺
人
事
件

や
今
年
４
月
の
住
宅
街
で
の
拳
銃
発

砲
事
件
な
ど
が
相
次
ぎ
、
市
民
の
暮

ら
し
の
安
全
に
対
す
る
不
安
が
募
っ

て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
安
全
と
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
昨
年
開
始
し
た
市
職
員
に
よ
る

「
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
」
体
制
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
団
体
単
位
で
参
加
で
き
る

「
安
全
安
心
・
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
す
る
た
め
、
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

◆
第
１
次
募
集

７
月
20
日
c
〜

８
月
６
日
f
、
安
全
安
心
課
（
市
役

所
５
階
）
で
。
参
加
団
体
の
最
低
人

数
、
講
習
会
受
講
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体

◇
認
定
要
件

継
続
的
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
う
５
人
以
上
の
成
人
で
構

成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。

◇
活
動
内
容

「
安
全
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
」
腕
章
を
身
に
付
け
、
２
人

以
上
で
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
犯

罪
な
ど
を
目
撃
し
た
と
き
の
警
察
へ

の
通
報
、
危
険
個
所
を
発
見
し
た
と

き
の
市
へ
の
連
絡
な
ど
。

◇
市
の
支
援
内
容

パ
ト
ロ
ー
ル

講
習
会
の
受
講
（
８
月
下
旬
を
予

定
）、
腕
章
・
自
転
車
ス
テ
ッ
カ
ー

の
貸
与
、
身
分
証
の
交
付
、
パ
ト
ロ

ー
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
付
、
犯
罪
に

関
す
る
情
報
提
供
な
ど
。

※
市
が
認
定
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
団

体
の
参
加
者
に
は
、「
三
鷹
市
市
民

活
動
災
害
補
償
保
険
」
を
適
用
し
ま

す
。

◆
募
集
要
領
の
配
布

募
集
期
間

中
に
安
全
安
心
課
（
市
役
所
５
階
）

で
配
布
。

く
わ
し
く
は
、
同
課
1
内
線
２

５
５
１
へ
。

利
用
団
体
は
登
録
を

三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

福
祉
、
生
涯
学
習
、
ま
ち
づ
く
り
、

町
会
活
動
な
ど
の
市
民
活
動
を
支
援

す
る
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
団
体

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
営
利
、
宗
教
、
政
治
、
選
挙
活

動
な
ど
行
う
団
体
は
除
き
ま
す
。

◆
登
録
団
体
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

◇
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
へ
の
掲
載

◇
セ
ン
タ
ー
設
置
の
貸
し
出
し
ロ
ッ

カ
ー
（
年
額
１
千
200
円
）、
レ
タ
ー

ケ
ー
ス
（
無
料
）
の
利
用

※
各
機
器
の
規
格
、
利
用
規
則
な

ど
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
三
鷹
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
登
録
の
有
効
期
間
　
平
成
17
年
３

月
31
日
E
ま
で
。

▼
所
定
の
申
請
書
に
記
入
し
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込
む
。
申
請
書

は
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、

三
鷹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
市
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
冊
子
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」
の

全
文
は
、
三
鷹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
冊
子

（
40
ペ
ー
ジ
）
は
、
市
政
資
料
室
、

市
政
窓
口
、
図
書
館
、
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
市
政

資
料
室
や
市
政
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

e

企
画
経
営
室
行
政
評
価
担

当
1
内
線
２
１
５
０

平
成
16
年
度
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

を
ま
と
め
ま
し
た

三鷹の街を
みんなで守ろう
安全安心・市民協働
パトロール参加団体を募集します
7月20日（火）～8月6日（金）

平
成
10
年
度
に
実
施
し
た
本
庁
舎

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業
（
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
）
の
５
年
間
（
平
成
11
〜

15
年
度
）
の
省
エ
ネ
の
結
果
が
、
電

気
量
で
約
82
万
ｋ
Ｗ
ｈ
、
電
気
料
で

約
１
千
800
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
二
酸
化
炭
素
量
に
換
算

す
る
と
31
万
３
千
kg
と
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
市
役
所
の
空
調
、
照

明
、
動
力
な
ど
に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者

が
省
エ
ネ
対
策
を
行
う
も
の
で
す

が
、
結
果
は
保
証
削
減
量
（
約
66
万

ｋ
Ｗ
ｈ
／
５
年
）
を
か
な
り
上
回
り

ま
し
た
。

保
証
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

電
力
削
減
は
今
後
も
継
続
さ
れ
ま

「
東
京
」
の
島
へ
！

9
月
か
ら
助
成
開
始

９
月
１
日
d
〜
平
成
17
年
１
月
31

日
b
に
東
京
の
島
を
訪
れ
る
方
に
助

成
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
希
望
の
島

の
観
光
協
会
な
ど
に
電
話
で
。

◆
「
宿
泊
」
助
成
　
１
人
１
旅
行
当

た
り
１
島
１
泊
３
千
円
。
先
着
２
万

７
千
人
。

◆
体
験
団
体
（
家
族
）
活
動
助
成
　

団
体
や
家
族
（
５
人
以
上
で
メ
ン

バ
ー
に
在
勤
・
在
学
を
含
む
都
民
が

い
る
こ
と
）
で
宿
泊
し
て
、
体
験
活

動
を
す
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を
助

成
。
①
活
動
助
成
１
島
２
千
円
、
②

宿
泊
助
成
１
泊
３
千
円
。
た
だ
し
、

１
人
１
旅
行
１
島
１
泊
の
み
。
先
着

５
千
人
。

◆
申
込
先

大
島
観
光
協
会
1
０

４
９
９
２
―
２
―
２
１
７
７
、
式
根

島
観
光
協
会
1
０
４
９
９
２
―
７

―
０
１
７
０
、
八
丈
島
観
光
協
会

1
０
４
９
９
６
―
２
―
１
３
７
７
、

母
島
観
光
協
会
1
０
４
９
９
８
―

３
―
２
３
０
０
、
御
蔵
島
村
役
場

1
０
４
９
９
４
―
８
―
２
１
２
１
、

新
島
観
光
協
会
1
０
４
９
９
２
―

５
―
０
０
４
８
、
神
津
島
観
光
協
会

1
０
４
９
９
２
―
８
―
０
３
２
１
、

小
笠
原
村
観
光
協
会
1
０
４
９
９

８
―
２
―
２
５
８
７
、
利
島
村
役
場

1
０
４
９
９
２
―
９
―
０
０
１
１
、

青
ヶ
島
村
役
場
1
０
４
９
９
６
―

９
―
０
１
１
１

e

東
京
都
市
区
町
村
伊
豆
諸
島
支

援
事
業
実
施
事
務
局
1
042
―
384
―

８
０
４
１

す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２

４

犯
罪
抑
止
あ
る
い
は
、
防
犯
と
い
う
と
、

み
な
さ
ん
は
「
そ
れ
は
警
察
の
仕
事
。
自
分

は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
今
、

東
京
の
犯
罪
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
警
察
は
必
死
に
な
っ
て
犯
罪
抑
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
街
か
ら
犯
罪
を
減
ら
す
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た

ち
の
手
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
犯
活
動
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
何
も
難
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と

し
た
気
遣
い
心
遣
い
で
犯
罪
が
減
少
す
る
と

い
う
欧
米
で
実
証
さ
れ
た
方
法
で
す
。
例
え

ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
防
犯
の
た
め
に
採
用

さ
れ
た
「
割
れ
窓
理
論
」
と
言
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
、

そ
れ
を
放
っ
て
お
く
と
い
つ
の
ま
に
か
周
囲

の
ガ
ラ
ス
も
割
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象

の
こ
と
で
、
割
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
を
す
ぐ
に
修

理
す
れ
ば
ほ
か
に
波
及
し
な
い
、
小
さ
な
う

ち
に
芽
を
摘
み
荒
廃
さ
せ
な
い
こ
と
で
犯
罪

の
拡
大
を
防
ぐ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
私

た
ち
の
身
近
な
こ
と
に
当
て
は
め
る
と
、
ご

み
が
散
ら
か
っ
て
い
る
道
路
に
は
次
々
と
ご

み
が
捨
て
ら
れ
、
電
柱
な
ど
に
チ
ラ
シ
が
貼

ら
れ
る
と
次
々
に
増
え
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

駅
前
の
一
角
に
自
転
車
を
停
め
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、い
つ
の
間
に
か
そ
の
周
辺
は
、

自
転
車
だ
ら
け
に
な
り
通
行
も
で
き
な
い
状

態
に
な
り
ま
す
。

地
域
防
犯
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
犯
ブ
ザ
ー
で
痴
漢
撃
退
！

最
近
、
市
内
で
小
学
１
年
生
の
女
子
児

童
が
下
校
途
中
、
痴
漢
が
出
没
。
と
っ
さ
に

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
い
た「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

を
鳴
ら
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
聞
い
た
主
婦

が
駆
け
つ
け
、
声
を
か
け
た
た
め
、
何
の
被

害
も
な
く
痴
漢
は
逃
走
し
ま
し
た
。

◇
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

e

三
鷹
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯
係
・

犯
罪
抑
止
対
策
本
部
1
49
―
０
１
１
０
内

線
２
６
１
２
・
６
５
３
４

三鷹市内の犯罪発生件数（今年1～6月）

20件ひったくり 6月は下連雀1、2、4丁目、中原2丁目、牟
礼3丁目（いずれもオートバイ利用）で発生。

107件車上ねらい 各地区で発生しています。自転車前かご
からの被害も多いので注意しましょう。

142件空き巣など 各地区で空き巣が散発的に発生。無施錠や開
け放しの窓からの侵入が多く見られます。

31件子どもの被害 発生場所は、大半が公園または公園の付
近です。

防犯かわら版
「地域における犯罪防止」
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市民団体による自主的なパトロール

市内在住の中学生が対象。
u8月4日D午前10時～11時30分、市役所3階第2委
員会室で。
s7月27日Cまでに、はがきまたはＥメールで「市
長と語り合う会参加希望」、①住所②氏名（ふりがな）
③学校名④学年⑤性別⑥電話番号⑦語り合いたい内
容を記入し、「〒181－8555三鷹市役所秘書広報課秘
書係」、Ｅメール：hisho@city.mitaka.tokyo.jpへ申し
込む。定員10人（定員を超えた場合は抽選）。傍聴者
の募集も行います。傍聴を希望する方は、「市長と語
り合う会傍聴希望」、①②⑥を記入し、はがきまたは
Ｅメールで。定員5人（定員を超えた場合は抽選）。
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第7回　市長と語り合う会

「中学生とわがまち三鷹」


